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平成30年第 2回定例会（6月議会）は、6月1日に開会し、
20日までの会期で開催しました。一般質問は11日から13日の
3日間、15人の議員が質問を行い、14日に予算決算委員会で
の補正予算審査、20日に議案審議を行いました。
　議案審議では、専決処分の承認、医療福祉費支給の対象年齢
引き上げや、病児・病後児保育施設の設置・管理などの条例改
正、石神、村松コミュニティセンター内装工事などの工事契約、
一般会計補正予算など、村長提出議案等25件をすべて可決し
ました。
　また、議員提出議案として、「歯科治療における保険適用の範
囲拡大を求める意見書」が出され、賛成多数で可決しました。
※賛否の分かれた議案は4ページに掲載

　平成 30年 10月から県の小児医療福祉制
度 ( マル福 ) の対象年齢が拡大され、入院医
療費助成が高校３年生 (18 歳到達年度末 )
まで引き上げられます。
　それに伴い中学３年生まで対象としてい
た、東海村独自の医療費助成 ( マル特 ) を高
校３年生 (18 歳到達年度末 ) まで対象年齢
の引き上げを行います。

子育てに優しい環境づくり進む

0歳～小6 中１～中３ 高１～高３
入 院 マル福・マル特 マル福・マル特 マル福・マル特
外 来 マル福・マル特 マル特 マル特
入院自己負担金 マル特 マル特 マル特
入院時食事代 マル特 マル特 マル特
外来自己負担金 マル特 マル特 マル特

現 行 制 度 改正後の追加分

医療費助成  高校３年生    まで拡大
（
18
歳
）
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　議員定数と議員報酬について検討している「議員定数及び報酬に関する調査特別委員会」は､ 議会最終日
の６月20日､ これまでの協議の結果や今後の予定について､ 本会議で委員会中間報告を行いました。
（※委員会の協議が不十分として､ 中間報告を行うことに対して異議が出されたため､ 採決により賛成多数で

報告を行いました。）
　委員会では､ 人口や財政の見通し､ 近隣自治体の状況､
議員のなり手確保など､ さまざまな視点から定数・報酬の
「減・維持・増」について協議してきました。そして､ 現時
点での結果は､「定数を２人減の18人」､「報酬を20,000
円程度増額する」となりました。
　今後は､ この見直し案について意見公募（パブリック
コメント）を実施し､ 村民の皆様からのご意見を伺った
上で､ 委員会の最終的な結論を出すために協議すること
になります。
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　保護者の切実な願いにこたえて、「病児・病後児保育」施設を設置するための条
例案を全会一致で可決しました。
　病児・病後児保育施設の建設予定地は、村立東海病院の西側敷地内です。今年
度中に建設工事が行われ、平成３１年５月から開所の予定です。

東海村議会事務局
TEL 282-1711( 内 1281) FAX 287-2305
東海村議会ホームページ

こどもが病気、でも、 どうしても仕事が休めない！

預かってくれる保育所ってないでしょうか？

建　設
予定地

定 数 ２ 人 減
報 酬 ２ 万 円 程 度 増 を 報 告

委 員 会 中 間 報 告

パブリックコメントの実施について
実 施 案 件：議員定数､ 議員報酬の見直し案について
募 集 期 間：平成３０年７月３０日（月）から
　　　　 平成３０年８月２８日（火）まで
提出できる人：満 18 歳以上で東海村内に
　　　　　 住所を有する方
提 出 方 法：メール､ FAX､ 郵送 ､ 議会への持参
※  役場議会事務局や各コミセンで見直し案の閲

覧・配付ができます。

詳細は､ 東海村議会ホームページまたは議会事
務局までお問い合わせください。

をお寄せください
ご意見

建設予定地

村
立
東
海
病
院

検索東海村議会
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討 論

　　　議員名

議案等名　　

新政とうかい みすずの会 公明党 無会派

結果
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承認第　４号 ○ ○ ○ ○ 議　
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 承認
発議第　１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決
委員会中間報告 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × × 報告を許可

議員派遣（姉妹都市） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × × 派遣決定

○…賛成　　　×…反対� ※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

各議員の賛否（議案などで賛否の分かれたもの）

賛否の分かれた議案などの名称と要旨

承認第４号

専決処分の承認を求めることについて
（東海村国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
国民健康保険税賦課限度額の引き上げ、国民健康保険税
軽減判定所得基準額の引き上げ、県域化に伴う文言の修
正を行うための一部改正

発議第１号

歯科治療における保険適用の範囲拡大を求める意見書に
ついて
少ない自己負担で良質な歯科治療を受けられるよう保険
適用の範囲拡大を求めるため、関係行政庁の長に対し意
見書を提出するもの

委 員 会
中 間 報 告

議員定数及び報酬に関する調査特別委員会中間報告
議員定数及び報酬に関する調査特別委員会における協議の
状況や現在までの結果を報告するもの　

議 員 派 遣
国際親善姉妹都市一般訪問
国際親善姉妹都市であるアメリカ合衆国アイダホフォールズ
市への一般訪問団の一員として、議員２人を派遣するもの
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東海まつりは、今年 40周年を迎えます。
議会は、実行委員会からの要請にこたえて７月 29日の開会式典アトラクションの
「綱引き大会」に参加します。
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ポロシャツ着用で 本 会 議６月議会
最終日
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村政を問う！一般質問

笹嶋　士郎　議員
１　行政活性化に向けた積極的人事
２　村内商工業者の育成
３　�まち・ひと・しごと創生総合戦略の現在地
４　須和間踏切の歩道設置進捗状況は

清宮　寿子　議員
１　中央土地区画整理事業の見通しは
２　広報とうかいへの財政力情報について
　　財政力指数は、実態を表しているか

恵利　いつ　議員
１　�これからのまちづくりには、単位自治会の状況に
応じ複数の集会所（活動拠点）も必要

２　�小中学校における不登校児童・生徒の実態と教
育現場の取り組み

３　�公共施設の長寿命化を考える中で、文化センター
におけるバリアフリーの取り組み

４　�（仮称）歴史と未来の交流館建設について
　　計画を疑問視する声が多く寄せられる現状

武部　愼一　議員
１　学校における働き方改革に今何が必要か
２　�役場における働き方改革と意識改革が必要な時代
３　�学校部活動での指導のガイドラインに示されてい
るものとは何か

４　個人支援から社会支援への意識改革に向けて
５　�サードカルチャーキッズ／多文化を持つ子どもた
ちへの問題をどう考えるべきか

吉田　充宏　議員
１　子育て支援について
２　ホッケーの普及について
３　ふるさと納税について
４　除染土壌・除染廃棄物の対応

大名　美恵子　議員
１　�「東海村公共施設等総合管理計画」推進の現状
２　�「東海村広域避難計画」策定に向けた諸課題
３　�子育て支援強化の一環として、子どもの医療費
無料化を高卒までに年齢引き上げを

４　�不登校児童・生徒への対応と、教育支援センター
との連携

５　�村立小・中学校の教育費の保護者負担の現状と
軽減策

阿部　功志　議員
１　�広域避難計画は今どういうことが問題となっているか
２　�東電への放射能対策費用の請求額と実際に本村
に支払われた額は

３　原子力所在地域首長懇談会の今後の予定は
４　�中学校教職員の労働条件の改革、本村ではどの
ように行っているか

５　中学校部活動における改善の内容は

岡崎　悟　議員
１　駅東第4公園のトイレと駐車場整備
２　役場職員のボランティア研修活動
３　常陸那珂港区と村観光
４　公用車ドライブレコーダーの設置
５　久慈川の堆積物対策
６　胃がん対策、ピロリ菌検診について

植木　伸寿　議員
１　中小企業補助金活用への取り組みは
２　生活困窮者自立支援制度の取り組みは
３　環境保全と共生への取り組み

新垣　麻依子　議員
１　医療・介護における多職種連携
２　多世代にわたる健康づくりの取り組み
３　職員の人材育成

舛井　文夫　議員
１　東海郵便局集配業務再開について
２　空き家対策の状況と対策
３　都市計画の抜本的な見直し
４　東海スマートICの大型車の利用
５　根本陸夫杯の創設
６　東海駅構内の環境整備
７　姉妹都市について
８　桜による村づくり

村上　孝　議員
１　本村の道路整備について
２　排水整備について
３　農業就労者の確保
４　幼小連携の推進

江田　五六　議員
１　AI時代と人口減少社会における働き方
２　親業講座の現状と今後の取り組み
３　�村民・企業・NPOセクターとの連携による新し
いコミュニケーションの創造が必要

飛田　静幸　議員
１　産業部創設の意義と目的
２　国体の準備状況
３　東海駅西口広場再整備
４　神楽沢近隣公園の整備
５　勝木田下の内線の信号機

河野　健一　議員
１　阿漕ヶ浦周辺整備構想について
２　商工業の振興とまちづくり

※青字の質問を掲載。
※議会ホームページでもご覧いただけます。

2018.7 第33号

一般質問とは
　議員が、村のさまざまな施策について村長や教育長など執行部に対して質問し、時には是正を求めながら、新たな
施策の提案や意見を述べ、村政をより良い方向へ導くものです。
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問　
こ
の
村
道
０
２
０
２
号

線
須
和
間
踏
切
は
、
幻
の
都

市
計
画
道
路
の
踏
切
で
あ
っ

て
、
動
燃
線
や
原
電
線
の
よ

う
に
完
成
し
、
住
民
が
安
全

に
通
行
で
き
る
道
路
に
な
っ

て
い
た
は
ず
が
、
常
陸
那
珂

港
か
ら
の
北
線
に
す
り
替
え

ら
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
取
り

残
さ
れ
た
。
今
回
、
実
現
に

向
け
協
議
を
進
め
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
進
捗
状
況
は
。

答　

平
成
29
年
１
月
27

日
、
安
全
を
特
に
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
踏
切
と
し

て
指
定
を
行
っ

た
東
日
本
旅

客
鉄
道
株
式

会
社
と
協
議

を
進
め
て
い

る
。「
関
東
地
区
踏
切
調

整
会
議
茨
城
県
分
科
会
担

当
者
会
議
」
の
中
で
、
一

定
エ
リ
ア
の
複
数
の
踏
切

を
ま
と
め
て
効
果
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う

関
係
機
関
と
連
携
し
て
い

く
。

問　
関
係
機
関
と
協
議
し
て

い
る
こ
と
は
分
か
っ
た
が
、

ど
う
し
て
も
進
み
具
合
が
遅

い
と
思
う
。
エ
リ
ア
内
の
箇

所
で
一
番
最
初
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
関
係
機
関
へ
の
働
き

か
け
を
強
力
に
推
し
進
め
、

ま
た
予
算
を
つ
け
て
も
ら
い

た
い
。

答　
繰
り
返
し
に
な
る
が
、

須
和
間
踏
切
の
安
全
対
策

実
現
に
向
け
て
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。

問　
財
政
力
指
数
は
実
体
を

表
す
も
の
で
は
な
い
。
住
民

に
分
り
や
す
い
説
明
を
。

答　
標
準
的
な
行
政
運
営

に
必
要
な
経
費
を
自
主
財

源
で
ど
れ
だ
け
賄
え
る
か

を
示
す
数
値
。

問　
交
付
税
は
自
治
体
の
財

政
力
格
差
を
解
消
し
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ

ニ
マ
ム
を
保
障
す
る
重
要
な

財
源
で
あ
る
が
、
国
は
交
付

税
総
額
を
抑
え
る
た
め
、
財

政
力
指
数
が
高
く
な

る
よ
う
調
整
し
て
き

た
。
そ
の
た
め
実
際

の
財
政
力
と
か
け
離

れ
て
い
る
。
今
後
村

税
の
減
収
や
公
共
施

設
の
維
持
管
理
費
、

高
齢
化
に
よ
る
医
療
福
祉
費

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、

ど
う
財
政
運
営
を
行
っ
て
い

く
か
。

答　
村
税
の
減
収
は
続
く

見
込
み
。
中
長
期
を
見
据

え
、
事
業
適
正
化
や
コ
ス

ト
意
識
を
強
化
し
、
村
民

生
活
向
上
に
つ
な
が
る
財

政
運
営
に
努
め
る
。

問　
村
は
長
年
財
政
力
指
数

が
高
く
余
裕
の
あ
る
財
政
と

認
識
し
て
い
る
住
民
は
相
当

数
い
る
が
、
実
際
は
厳
し
い

財
政
運
営
で
あ
る
こ
と
を
住

民
に
伝
え
、
理
解
と
協
力
を

得
る
こ
と
が
重
要
。
住
民
へ

財
政
の
厳
し
い
状
況
を
も
っ

と
広
報
す
べ
き
。

答　
住
民
が
関
心
と
理
解

が
持
て
る
よ
う
情
報
提
供

に
努
め
る
。

問　須和間踏切の
歩道設置進捗状況は

答 　実現に向け関係機関と取り組む　

問　広報とうかい
財政情報の在り方は

答 　関心が持てる情報の提供に努める

危険な須和間踏切
早期の歩道設置を

わかりやすく身近に感じる財政情報を
（広報とうかい�平成29年11月10日号より）

新政とうかい
笹嶋　士郎　議員

みすずの会
清宮　寿子　議員
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問　
（
仮
称
）
歴
史
と
未
来

の
交
流
館
建
設
費
が
こ
れ
ま

で
示
さ
れ
た
12
億
円
か
ら
一

気
に
15
億
８
，９
０
０
万
円

に
膨
れ
あ
が
っ
た
。
こ
れ
ま

で
の
見
積
も
り
が
甘
か
っ
た

と
い
う
こ
と
か
。

答　

実
施
設
計
を
進
め

る
中
で
必
要
な
設
備
な
ど

を
見
込
ん
だ
た
め
、
結
果

的
に
工
事
費
を
見
込
め
な

か
っ
た
。

問　
こ
れ
ま
で
建
設
費
12
億

円
の
う
ち
７
億
円
は
国
の
交

付
金
を
充
て
、
村
の
持
ち
出

し
は
５
億
円
程
度
と
説
明
を

受
け
て
い
た
。
し
か
し
、
建

設
費
が
15
億
８
，９
０
０
万

円
で
は
、
村
の
持
ち
出
し
が

５
億
か
ら
約
９
億
と
な
り
８

割
も
増
加
。
こ
れ
で
は
、
昨

年
住
民
に
説
明
し
た
時
と
は

前
提
条
件
が
違
っ
て
い
る
。

建
設
費
を
含
め
財
政
的
な
説

明
を
丁
寧
に
行
っ
た
上
で
、

建
設
賛
否
の
再
調
査
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
。

答　
広
報
等
を
通
じ
て
住

民
に
説
明
す
る
の
で
、
再

調
査
は
行
わ
な
い
。

問

資
材
・
人
件
費
の
高
騰

で
更
な
る
建
設
費
増
も
予
想

さ
れ
る
。
維
持
管
理
費
を
抑

え
る
た
め
に
も
、
太
陽
光
発

電
を
設
置
し
な
い
の
か
。

答　
維
持
管
理
見
込
額
は

こ
れ
か
ら
積
算
す
る
。
太

陽
光
発
電
の
設
置
予
定
は

な
い
。

問　
個
人
支
援
と
し
て
の
扶

助
費
に
は
、
社
会
保
険
制
度

の
一
環
と
し
て
、
国
の
法
律

で
支
出
す
る
も
の
と
、
各
地

方
自
治
体
が
住
民
福
祉
の
増

進
の
た
め
に
、
被
扶
助
者
に

対
し
て
独
自
の
施
策
で
支
給

す
る
福
祉
策
の
根
幹
を
な
す

経
費
が
あ
る
。
投
資
的
経
費

と
し
て
社
会
保
障
を
将
来
に

わ
た
っ
て
効
率
的
、
安
定
的

に
供
給
で
き
る
よ
う
に
、
給

付
と
負
担
を
一
体
的
に
捉
え

て
、
受
益
者
の
能
力
に
応
じ

た
負
担
を
求
め
る
一
連
の
制

度
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
に
な
る
。
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
個
人
支

援
か
ら
社
会
支
援
へ
の
更
な

る
意
識
改
革
が
必
要
で
は
。

高
齢
化
に
よ
る
医
療
福
祉
費

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、

ど
う
財
政
運
営
を
行
っ
て
い

く
か
。

答　
村
税
の
減
収
は
続
く

見
込
み
。
中
長
期
を
見
据

え
、
事
業
適
正
化
や
コ
ス

ト
意
識
を
強
化
し
、
村
民

生
活
向
上
に
つ
な
が
る
財

政
運
営
に
努
め
る
。

問　
村
は
長
年
財
政
力
指
数

が
高
く
余
裕
の
あ
る
財
政
と

認
識
し
て
い
る
住
民
は
相
当

数
い
る
が
、
実
際
は
厳
し
い

財
政
運
営
で
あ
る
こ
と
を
住

民
に
伝
え
、
理
解
と
協
力
を

得
る
こ
と
が
重
要
。
住
民
へ

財
政
の
厳
し
い
状
況
を
も
っ

と
広
報
す
べ
き
。

答　
住
民
が
関
心
と
理
解

が
持
て
る
よ
う
情
報
提
供

に
努
め
る
。

問　交流館建設、
白紙に戻して再考を

答 　管理コスト配慮して設計を進める

問　個人から社会への
支援の意識改革

答 　全ての世代が相互に支え合う支援

「省エネ化に配慮した施設」としながら、
太陽光発電システムの導入予定はない

みすずの会
恵利　いつ　議員

新政とうかい
武部　愼一　議員

答　
社
会
保
障
は
、
従
来

の
年
齢
に
応
じ
た
負
担
か

ら
、
負
担
能
力
に
応
じ
た

負
担
へ
と
転
換
が
図
ら
れ
、

制
度
改
革
に
伴
う
意
識
改

革
が
職
員
及
び
住
民
と
も

に
迫
ら
れ
て
い
る
。
一
連

の
改
革
で
は
、
将
来
世
代

へ
の
負
担
の
先
送
り
を
抑

制
し
、
従
来
の
高
齢
者
対

象
型
か
ら
、
全
て
の
世
代

が
相
互
に
支
え
合
う
全
世

代
対
応
型
社
会
保
障
へ
と

移
行
し
て
い
る
。
現
状
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
村

や
地
域
住
民
・
専
門
職
と

の
更
な
る
連
携
を
図
り
進

め
て
い
く
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
包

括
的
支
援
体
制
に
つ
い
て

「
地
域
共
生
社
会
」：制
度・分
野
ご
と
の『
縦

割
り
』
関
係
、
世
代・分
野
を
超
え
て
「
丸

ご
と
」
つ
な
が
る
社
会
を
目
指
す
。

（
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
地
域
福
祉
課
資
料
（
平

成
29
年
９
月
25
日
）
よ
り
抜
粋
）
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問　
本
村
は
子
育
て
世
代
を

応
援
し
、
多
く
の
施
策
を

行
っ
て
い
る
が
、
待
機
児
童

は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、
今

年
４
月
時
点
で
81
人
の
方
が

保
育
所
等
へ
の
入
所
が
で
き

な
い
状
況
で
あ
り
、
計
画
と

の
乖か

い
り離

が
あ
る
。
こ
の
現
状

を
踏
ま
え
、
今
後
の
対
策
を

伺
う
。

答　

入
所
保
留
も
待
機

児
童
も
何
ら
変
わ
る
も
の

で
は
な
い
と
認
識
し
て
お

り
、
待
機
児
童
対
策
の
た

め
の
新
た
な
施
策
の
展
開

を
見
極
め
る
た
め
、
今
年

度
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
て
、
子
育
て
世
代

の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

す
る
。

問　
０
歳
児
、
１
歳
児
の
入

所
希
望
が
多
い
こ
と
や
、
０

歳
児
は
、
４
、５
歳
児
の
約
４

倍
経
費
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
行
政
は
０
歳
児
～
２

歳
児
の
保
育
に
注
力
し
、
３

歳
児
以
上
は
民
間
が
フ
ォ

ロ
ー
す
る
な
ど
、
小
規
模
保

育
事
業
も
含
め
た
対
策
に
つ

い
て
、
見
解
を
伺
う
。

答　

待
機
児
童
の
解
消

に
向
け
た
当
面
の
対
応
策

と
併
せ
て
、
中
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
て
、
官
民
間

の
役
割
分
担
に
よ
る
多
様

な
保
育
の
提
供
な
ど
、
民

間
事
業
者
参
入
の
呼
び
水

と
な
る
新
た
な
施
策
の
展

開
に
つ
い
て
も
、
そ
の
可

能
性
を
探
る
。

問　
教
材
費
や
給
食
の
材

料
費
等
保
護
者
が
負
担
す
る

費
用
は
大
き
い
。
学
校
保
管

の
教
材
を
増
や
し
て
負
担
軽

減
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答　
の
こ
ぎ
り
や
小
刀
な

ど
の
工
具
や
算
数
セ
ッ
ト

な
ど
、
主
に
学
年
や
学
級

で
備
え
付
け
し
、
共
有
で

き
る
物
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
そ
の
使
用
頻
度
や

使
用
状
況
を
踏
ま
え
、
保

護
者
の
視
点
を
持
ち
、
軽

減
を
図
る
方
向
で
検
討
し

て
い
く
。

問　
遠
足
や
修
学
旅
行
等

の
行
事
も
授
業
の
一
環
で
あ

り
、
ど
の
子
も
安
心
し
て
参

加
で
き
る
こ
と
が
重
要
。
行

事
費
へ
の
助
成
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。

答　

行
事
は
児
童
生
徒

個
人
に
還
元
さ
れ
る
も
の

で
保
護
者
の
負
担
を
原
則

と
考
え
る
。

問　
給
食
材
料
費
を
公
会

計
化
し
保
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答　
給
食
費
は
現
在
、
小

学
校
が
月
額
４
，２
０
０

円
、
中
学
校
が
月
額
４
，

６
０
０
円
。
会
計
業
務
を

公
会
計
に
す
る
こ
と
で
学

校
業
務
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
と
も
言
わ
れ
て
お

り
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

の
視
点
か
ら
も
情
報
収
集

を
行
い
、
研
究
・
検
討
を

行
っ
て
い
く
。　
　
　

本村の子育て計画のバイブル類

問　入所保留ゼロを
目指した施策を

答 　子育て世代のニーズを把握する

問　教材費などの
保護者負担軽減を

答 　軽減をはかる方向で研究したい

リコーダー、カスタネット、縄跳びのなわ
これらも教材で保護者が購入しています。
自宅での練習が必要なものは、保護者が購入するしか
ないのでしょうか。

新政とうかい
吉田　充宏　議員

大名�美恵子　議員



2018.7 第33号9 2018.7 第33号 8議会だより 議会だより

一

般

質

問

2018.7 第33号9 2018.7 第33号 8議会だより 議会だより

問　

福
島
原
発
事
故
に
よ

る
東
電
へ
の
損
害
賠
償
請
求

額
と
実
際
に
本
村
に
支
払
わ

れ
た
額
は
い
く
ら
か
。
東
電

は
原
電
の
債
務
保
証
を
す
る

と
言
い
出
し
た
。
も
し
東
海

第
二
原
発
事
故
が
起
き
た
ら

原
電
も
東
電
も
賠
償
が
で
き

ず
、
私
た
ち
被
害
者
の
税
金

の
投
入
に
な
る
。

答　

福
島
第
一
原
発
事
故

に
伴
う
損
害
賠
償
請
求

額
は
、
本
村
と
し
て
は
東

京
電
力
に
対
し
て
、
平
成

23
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で

の
７
年
度
間
に
総
額
１
億

３
，３
９
１
万
９
，５
６
７
円

の
請
求
を
行
い
、
こ
の
う

ち
、
支
払
い
を
受
け
た
額
は

１
，６
９
９
万
１
，９
８
８
円

で
あ
る
。

　
今
後
の
こ
の
支
払
い
の

見
通
し
だ
が
、同
社
で
は
、

「
原
子
力
損
害
の
賠
償
に

関
す
る
法
律
」（
原
賠
法
）

第
18
条
の
規
定
を
受
け
て

設
置
さ
れ
た
「
原
子
力
損

害
賠
償
紛
争
審
査
会
」
が

定
め
る
「
原
子
力
損
害
の

範
囲
の
判
定
等
に
関
す
る

中
間
指
針
」
に
基
づ
き
、

賠
償
の
対
象
と
す
る
損
害

項
目
を
個
々
に
確
認
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
速
や

か
な
対
応
を
求
め
る
と
と

も
に
、
現
在
行
っ
て
い
る

給
食
食
材
の
放
射
能
測
定

に
関
す
る
食
材
購
入
費
な

ど
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
請
求
し
て
い
き
た
い
。

問　

胃
が
ん
の
ほ
と
ん
ど

は
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
に
よ
る

胃
炎
が
原
因
で
、
ピ
ロ
リ
菌

を
除
菌
す
れ
ば
、
胃
が
ん
の

発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
ピ
ロ
リ
菌
感
染

は
、
幼
児
期
ま
で
の
感
染
が

多
く
、
長
い
時
間
を
か
け
て

徐
々
に
胃
を
荒
ら
し
、
胃
炎

や
胃
が
ん
を
引
き
起
こ
す
こ

と
か
ら
、
早
期
発
見
と
治
療

が
必
要
で
あ
る
。
正
し
い
知

識
の
普
及
が
進
む
中
で
、
特

定
検
診
な
ど
に
ピ
ロ
リ
菌
検

診
を
加
え
る
自
治
体
が
増
え

て
き
て
い
る
。
水
戸
市
は
中

学
２
年
生
を
対
象
に
ピ
ロ
リ

菌
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
常
陸
太
田
市
で
は
、

総
合
検
診
の
中
に
導
入
し
て

い
る
。
本
村
で
も
ピ
ロ
リ
菌

検
診
を
導
入
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
考
え
を
伺
う
。

答　

平
成
29
年
度
ま
で

に
、
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
導

入
し
て
い
る
の
は
、
全
国

１
５
８
の
自
治
体
で
、
導

入
率
は
9.1
％
で
あ
る
。
胃

が
ん
に
な
っ
た
日
本
人
の

多
く
か
ら
ピ
ロ
リ
菌
が
発

見
さ
れ
て
い
る
現
状
か

ら
、
特
定
検
診
で
の
導
入

と
中
学
生
対
象
の
ピ
ロ
リ

菌
検
査
は
、
陽
性
時
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
含
め

て
、
先
進
自
治
体
の
状
況

を
調
査
し
、
総
合
的
に
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

本村が東電から支払われた損害賠償額
（執行部の資料から作成）

問　東電への賠償請求額と
支払いは

答 　請求 1．3億、支払い 1,700 万円

問　胃がん対策
ピロリ菌検診を求める

答 　先進地を調査し総合的に検討する

みすずの会
阿部　功志　議員

公明党
岡崎　悟　議員

平成年度 請求額（円） 支払いを受けた額（円） ％
23 15,387,540 13,740,810 89.3
24 6,060,653 2,577,348 42.5
25 47,566,473 78,750 0.17
26 36,323,927 162,000 0.45
27 2,230,193 145,800 6.5
28 26,350,781 287,280 1.1
合計 133,919,567 16,991,988 12.7

胃がん検診の推進を
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問　
環
境
に
優
し
い
ま
ち
の

構
築
と
、
将
来
に
わ
た
る
自

然
環
境
の
保
全
へ
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

答　
村
で
は
、
平
成
24
年

に
村
民
と
事
業
者
で
組
織

す
る
「
と
う
か
い
環
境
村

民
会
議
」
を
創
設
。
具
体

的
取
り
組
み
と
し
て
「
環

境
フ
ェ
ス
タw

ith

キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」、「
外
来

生
物
除
去
作
戦
」、「
小
学

校
環
境
学
習
発
表
会
」
な

ど
、
こ
れ
ら
の
環
境
活
動

を
進
め
る
こ
と
で
村
民
・

事
業
者
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
協
働
連
携
を
推
進

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
生
物
多
様
性
が

も
た
ら
す
自
然
の
恵
み
を

持
続
的
に
利
用
で
き
る
こ

と
が
、
社
会
経
済
に
も
利

点
を
も
た
ら
す
と
の
考
え

に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
と
し
て
、
本
村

の
特
色
や
豊
か
な
自
然
を

生
か
し
た
村
独
自
の
「
環

境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

実
践
、ビ
オ
ト
ー
プ・ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
拠
点
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
緑
地

の
希
少
種
調
査
、
野
生
生

物
の
生
息
・
生
育
地
点
情

報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、

自
然
の
量
や
質
が
一
定
に

保
た
れ
る
た
め
の
自
然
環

境
の
ノ
ー
・
ネ
ッ
ト
・
ロ

ス
の
仕
組
み
づ
く
り
の
検

討
等
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
限
ら
れ
た
財
源
・
資
源

の
中
で
有
効
な
政
策
を
実
現

す
る
た
め
に
は
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
人
材
を
育
成
し
て

活
用
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
職
員
の
人

材
育
成
の
考
え
方
は
。

答　
平
成
29
年
度
に
「
東

海
村
人
財
育
成
・
活
用
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
職

員
を
「
人
財
」
と
し
て
育

成
・
活
用
し
て
い
く
た
め

の
方
向
性
を
定
め
て
い

る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
３

年
間
の
中
期
研
修
計
画
や

人
事
制
度
・
職
場
環
境
の

整
備
、
人
事
評
価
制
度
の

充
実
を
図
り
、
主
事
級
か

ら
部
長
級
ま
で
必
要
な
能

力
を
明
ら
か
に
し
た
上
で

計
画
的
な
研
修
を
組
み
立

て
て
い
る
。

問　
職
員
能
力
向
上
を
効

率
的
に
進
め
る
た
め
に
も「
東

海
村
行
政
品
質
向
上
活
動
」

に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
。

答　

行
政
経
営
の
品
質

向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
『
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
』
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
重
要
で
あ
り
、

本
村
に
合
っ
た
行
政
経
営

品
質
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

確
立
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。
今
年
度
は
行
政
品
質

向
上
対
策
の
一
環
と
し

て
、
部
課
長
を
対
象
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

外来生物除去作戦
村民・事業者・行政が連携した環境活動の取り組み

問　生物多様性の
保全や再生は

答 　自然の恵みが持続する社会を

問　行政品質向上活動に
取り組むべき

答 　プログラム確立目指していきたい

東海村に合った人材育成が必要

公明党
植木　伸寿　議員

新政とうかい
新垣�麻依子　議員
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問　東海郵便局
集配業務の再開は

答 　関係機関と連携して、働きかける

問　村道 3258号線
取付道路拡幅を

答 　県警や地権者等と協議していく

問　

西
部
都
市
排
水
路
の

拡
幅
整
備
計
画
は

答　

雨
水
管
理
総
合
計

画
を
策
定
し
進
め
る

問　
増
水
の
た
び
に
部
分
的

修
繕
は
し
て
い
る
が
、
北
部

排
水
路
合
流
地
点
か
ら
前
川

樋
管
手
前
の
西
部
都
市
排
水

路
に
か
け
、
早
期
に
拡
幅
整

備
を
す
べ
き
で
は
。

答　
近
年
の
雨
の
降
り
方

の
局
地
化
、
集
中
化
や
都

市
化
の
進
展
等
に
伴
い
、

多
発
す
る
浸
水
被
害
へ
の

対
応
を
図
り
、
国
の
補
助

金
の
活
用
を
目
指
し
て
進

め
て
い
く
。

東海
駅

東
海
駅
五
反
田
線 村立東海病院

村道3258号線

284

東海村
福祉センター 絆

62

村立東海病院

東海
駅

東海村
福祉センター 絆

62

284

村道3258号線

東
海
駅
五
反
田
線

問　
平
成
18
年
６
月
議
会

に
お
い
て
、
集
配
業
務
を
継

続
す
る
決
議
を
全
会
一
致
で

可
決
し
た
が
、
郵
政
民
営
化

に
伴
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
し
て
い
る
の
は
明
白
で
あ

り
、
再
開
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

集
配
業
務
再
開
に

つ
い
て
は
、
平
成
18
年
６

月
、
21
年
４
月
、
29
年
３

月
に
要
望
し
て
お
り
、
回

答
は
「
郵
便
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
向
上
に
努
め
て
お

り
、
一
定
レ
ベ
ル
で
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
で
き

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
集
配
業
務
再
開
に
あ

た
っ
て
は
、
必
要
経
費
が

多
額
な
こ
と
か
ら
、
再
開

は
困
難
で
あ
る
。」
と
の

回
答
だ
っ
た
。
今
後
は
、

日
本
郵
便
が
約
束
し
た

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
注
視
し
て

い
く
。

問　
３
万
８
千
人
の
基
礎
的

自
治
体
と
し
て
の
集
配
業
務

再
開
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
な

い
。
執
行
部
、
議
員
、
住
民

代
表
を
含
め
て
、
日
本
郵
便

や
関
係
機
関
に
強
力
に
働
き

か
け
る
べ
き
で
あ
る
。
要
望

だ
け
で
な
く
行
動
す
べ
き
で

あ
る
。
村
長
の
見
解
は
。

答　

今
後
は
、
住
民
の

声
に
耳
を
傾
け
集
配
業
務

再
開
を
要
望
し
て
い
き
た

い
。

問　
村
道
３
２
５
７
号
線

は
、
田
植
え
や
稲
刈
等
の
農

繁
期
に
は
、
農
作
業
車
両

と
一
般
車
両
の
す
れ
違
い
が

困
難
な
状
況
で
あ
る
。
村
道

３
２
５
８
号
線
と
県
道
豊

岡
佐
和
停
車
場
線
と
の
取

り
付
け
道
路
を
拡
幅
す
れ

ば
、
一
般
車
の
迂
回
路
が
確

保
さ
れ
生
活
道
路
と
し
て

活
用
で
き
る
。
早
急
に
実
現

し
て
は
。

答　
県
警
と
協
議
し
た
結

果
、
県
道
上
に
右
折
禁
止

対
策
を
施
す
等
の
交
通
規

制
は
可
能
だ
が
事
故
防
止

の
た
め
に
は
、
信
号
交
差

点
を
十
字
路
と
し
て
交
差

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

の
回
答
を
受
け
て
い
る
。

集配業務がなくなった東海郵便局

拡幅し生活道路としての利用を（現在の幅員約３ｍ）

新政とうかい
舛井　文夫　議員

村上　孝　議員



一

般

質

問

2018.7 第33号13 2018.7 第33号 12議会だより 議会だより2018.7 第33号13 2018.7 第33号 12議会だより 議会だより

みすずの会
江田　五六　議員

新政とうかい
飛田　静幸　議員

問　AI 時代には
野生的発想が必要

答 　新たな発想と創造力を発揮する

問　国体の準備状況・
機運醸成は

答 　「とうかい国体盛り上げ隊」発足

問　
Ａ
Ｉ
の
普
及
と
人
口

減
少
に
よ
っ
て
急
激
な
社

会
変
革
が
全
国
的
に
始

ま
っ
て
い
る
。Ａ
Ｉ
を
使
っ

て
の
施
策
・
政
策
決
定
が

で
き
る
時
代
。

　

こ
の
よ
う
な
変
革
時
代

で
の
役
場
職
員
の
働
き
方

に
つ
い
て
制
度
的
だ
け
で

な
く
、
意
識
及
び
思
考
改

革
が
必
要
で
あ
る
。

　

思
考
改
革
と
は
、
聞

き
慣
れ
な
い
言
葉
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、

動
物
が
家
畜
と
野
生
動

物
に
区
分
で
き
る
よ
う

に
、
人
間
も
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
的
・
前
例
踏
襲
的

な
発
想
に
よ
る
思
考
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
臨

機
応
変
に
即
対
応
で
き
る

野
生
的
思
考
・
生
き
方
に

分
け
ら
れ
る
。
野
生
動
物

的
思
考
・
発
想
（
あ
る
物

を
有
効
利
用
し
た
り
、
長

期
的
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
考
え
・

発
想
に
よ
る
行
動
力
等
）

が
、
こ
れ
か
ら
の
役
場
職

員
に
は
必
要
に
な
る
と
思

う
が
、
考
え
を
伺
う
。

答　

全
て
の
事
を
「
自

分
事
」
と
し
て
捉
え
、
新

た
な
発
想
で
意
識
改
革
を

行
い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
変
革
す
る
時
代
の

変
化
に
対
応
し
て
い
く
。

問　
国
体
及
び
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
の
準
備
状
況
は
。

答　

４
月
か
ら
、
国
体
・

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
を
新
設

し
、
体
制
の
強
化
と
開
催

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
る
。ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
協
賛
の
募
集
を
開
始

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
各
方

面
に
協
力
を
お
願
い
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
国
体
を

契
機
と
し
た
地
域
の
活
性

化
を
図
る
べ
く
、
商
工
会

青
年
部
や
真
崎
区
自
治

会
、
観
光
協
会
等
か
ら
隊

員
の
推
薦
を
頂
き
「
と
う

か
い
国
体
盛
り
上
げ
隊
」

を
発
足
し
、
多
く
の
村
民

を
巻
き
込
ん
だ
活
動
を
展

開
し
て
い
く
。

問　
役
場
職
員
の
関
わ
り
方

は
。

答　
大
会
期
間
中
は
、
１

日
１
４
０
名
以
上
の
職
員

が
国
体
業
務
に
従
事
す
る

こ
と
に
な
る
。
来
庁
さ
れ

る
お
客
様
に
不
便
の
な
い

よ
う
、
事
前
周
知
を
徹
底

す
る
。

問　
機
運
醸
成
の
取
り
組
み

が
、
将
来
的
に
ど
の
よ
う
に

村
に
影
響
し
て
い
く
か
。

答　

盛
り
上
げ
隊
の
理

念
や
活
動
に
つ
い
て
は
、

国
体
ま
で
の
一
過
性
に
終

わ
る
こ
と
な
く
、
国
体
終

了
後
も
村
民
と
行
政
と
が

一
体
と
な
り
、
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
意
識
の
醸
成
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

手
当て

前期今期

ホッケーフェスタのようす
機運醸成の取り組みのひとつ

野生的思考によるコミュニケーション能力が
求められる時代になるのでは
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新政とうかい
河野　健一　議員

問　どのような
地域経済を考えるのか

答 　村内で循環できる仕組みを目指す
問　
商
工
業
者
に
と
っ
て
の

ま
ち
づ
く
り
と
は
、
事
業
を

行
っ
て
い
る
そ
の
地
域
が
、

元
気
で
活
気
が
あ
っ
て
成
り

立
つ
こ
と
か
ら
、
多
く
の
商

工
業
者
は
村
が
行
う
様
々
な

取
り
組
み
に
協
力
し
、
本
村

の
ま
ち
づ
く
り
の
一
端
を

担
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
山
田
村
政
に
な

り
、
以
前
よ
り
も
新
た
な
取

り
組
み
も
増
え
、
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る

が
、一
方
で
は
、
本
村
で
行
っ

て
い
る
取
り
組
み
が
、
個
々

の
事
業
者
ま
で
伝
わ
っ
て
い

る
の
か
疑
問
が
あ
る
。
本
村

の
商
工
業
の
振
興
と
ま
ち
づ

く
り
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
、
今
後
、

ど
の
よ
う
な
地
域
経
済
を
考

え
て
い
る
の
か
。

答　
商
工
業
の
振
興
と
ま

ち
づ
く
り
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
商
工
業
者
が
元
気

で
安
定
し
て
い
て
、
そ
の

上
で
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が

理
想
と
考
え
る
。
そ
の
た

め
に
も
、
ま
ず
は
商
工
業

者
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
、
村
の
行
っ
て
い
る

取
り
組
み
が
伝
わ
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思

わ
れ
る
た
め
、
今
後
は
広

く
周
知
し
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
村
内
で
循
環
で

き
る
地
域
経
済
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

元気で活気があるまちづくり

議 会報編集委員会レポート

　「議会だより」は、住民の皆さんと議会を結ぶ大事なツー
ルの一つです。
　議会報編集委員会では、皆さんに知っていただきたいこと
を分かりやすく伝える紙面作りに努めています。
　現在の編集委員会は、本年３月の委員の改選によって新た
なメンバーとなりましたが、中には初めて議会だよりの編集
に携わる委員もいます。そのため、研修への参加や先進自治
体の視察などを通して、記事の作成や編集技術の向上を図っています。
　先日は、町村議会広報全国コンクールで最優秀賞を受賞した埼玉県寄居町議会を視察、また全国町村議会
広報クリニックを受講し、編集上の工夫点などを学ぶとともに、本村議会だよりへのアドバイスをいただきま
した。
　これらの成果を踏まえ、委員全員が協力して、「読みやすく」、「分かりやすく」、「親しみを持てる」議会だより
となるよう取り組んでいきます。

　　　　　議会だよりは東海村議会ホームページからもご覧いただけます。
　http://www.vill.tokai-gikai.jp/backnumber.php　　　　　　　　　　　　　

読みやすい「議会だより」を目指して
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どなたでも傍聴できます。
役場議会棟２階にお越しく
ださい。（受付は 30 分前から）

期　日 時　間 内　容 期　日 時　間 内　容

８月 31 日（金） 午前 10 時～ 開会 ９月 18 日（火） 午前　９時～ 予算決算委員会

９月 10 日（月） 午前 10 時～ 一般質問 ９月 20 日（木） 午前 10 時～ 予算決算委員会

９月 11 日（火） 午前 10 時～ 一般質問

９月 12 日（水） 午前 10 時～ 一般質問

９月 13 日（木） 午前　９時～ 予算決算委員会 10 月 １日（月） 午前 10 時～ 議案審議

９月 14 日（金） 午前　９時～ 予算決算委員会 ※日程は変更になる場合があります。

2018 年度全日本社会人ホッケー選手権大会
「いきいき茨城ゆめ国体」リハーサル大会

26

９
22～

傍聴席の定員は
50名

傍 聴から
はじめよう！！

内　容

村内各コミセン

総合福祉センター「絆」
でライブ配信中

議
会
の

イ
モ
ゾ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
学
ぼ
う

識
8No.

バリアフリーの
傍聴席を紹介！

いもジィが

　議場には、体が不自由な方や高齢の方でも安全に傍聴席
にお入りいただけるよう、傍聴席への専用エレベーター、
車いす専用の傍聴スペースを設けてあります。
　そのほか、議会棟には多目的トイレも設置してあります。

専用エレベーター
（ここから傍聴席に入れます）

車いす専用の傍聴スペース
（議会のようすがよく見えます）

Oh!

ベリー
グッド

！

表紙写真の紹介
　昭和 49 年の茨城国体で
は、村がホッケー競技会場と
なり、以降、ホッケーの部活
動が発足しました。
写真は、東海中学校と東海南
中学校の両校のホッケー部が
熱戦を繰り広げています。
　この中から将来の国体選
手、そして日本代表選手が生
まれることを願っています。
　　頑張れ !
　　東海のホッケー選手 !

ベリー
グッド

！




